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IT農業を通じて笑顔の人の和を創り社会貢献する

会社名 ：株式会社笑農和（えのわ）
設立 ：2013年2月14日
所在地 ：〒936-0053

富山県滑川市上小泉1797-1
TEL ：076-482-3998
FAX ：076-482-3991
URL ：https://enowa.jp/

代表者氏名：下村豪徳

事業内容：
１. 農業 × IoT開発事業

スマート水田サービスpaditchの開発・運営
https://paditch.com

２.コンサルティング事業
スマート農業（農業DX)コンサルティング業務

経歴：
1977年富山県の農家生まれ。
1997年職業能力開発短期大学情報技術科卒業。
1997年一部上場某大手製造業システム会社に入社。

主に組立加工向けの生産管理、購買管理業
務の開発及び、SEとして従事。

SCM(supply chain management)構
築の提案営業を経験し、複数の中堅中小企
業のB2B構築を支援。

2009年事業分社化。営業企画部長、支店長を
経験し2012年退職。

2013年株式会社笑農和 設立

･ごはんソムリエ(認定番号08-00673号）
･雑草インストラクター

受賞歴：

•2015年 起業家万博 オーディエンス賞受賞

•2015年 第8回とやまビジネスプランコンテスト

最優秀賞 受賞

•2015年 日本IBMベンチャー支援プログラム

BlueHub 第2期採択

•2016年 KDDIベンチャーアクセラレータープログラム

KDDI ∞ Labo 第10期、第11期 採択

•2018年 EOYｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰ賞受賞

X-Tech Innnovation Japan2018

北海道地区 最優秀賞受賞
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100年後も美味しいお米を食べられる未来への挑戦。『水田管理の労力低減と収量・品質の向上へ』
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100年後も美味しいお米を食べられる未来への挑戦。『水田管理の労力低減と収量・品質の向上へ』
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メディア出演・掲載情報
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2022年9月17日 東洋経済



スマート水田サービス“paditch”で
100年後も美味しいお米を食べられる未来へ

For sustainability , Switch to smart rice paddies.



5

田植え種蒔き 育苗 耕起・代かき

水管理 収穫草刈り

もっとも時間がかかり、作業期間４~５カ月と長い
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水管理

収穫田植え
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作業時間

水管理

水管理に全体の約25%の時間を費やしている
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ここに時間が
大きく取られ
ている

水位と
水温の調整
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水管理失敗

高温障害

品質低下
低温障害
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防除

収量低下
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IoT水門

Before After
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遠隔・自動で水管理

高温になる前に開門

して、適切な温度に
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導入が増えれば増えるほど

水管理精度があがる

13Copyright2019 enowa co.,ltd. All Rights Reserved.



14



水田センサー、基地局、アプリをセットでご提供します

LoRaWANによる水田管理システム全体像

paditch gate02+ LoRaWAN 、paditch valve01 は LoRa通信のメリットである親機(GW)と子機
(センサー、gate、valve、drain) 間の通信費用が一切かからないという点、複数のデバイスを
同時期に導入することによる水管理効率の向上効果をより強く実感していただけます。
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gate版 valve版

100年後も美味しいお米を食べられる未来への挑戦。『水田管理の労力低減と収量・品質の向上へ』

LoRaWAN通信概要
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水田センサー
LP-01
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参考：笑農和のスマート水田ソリューション

パディッチコックピット

給排水制御アプリ
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100年後も美味しいお米を食べられる未来への挑戦。『水田管理の労力低減と収量・品質の向上へ』

弊社が実現しているスマート農業のカタチ

導入で水管理が楽になる。管理の精度が上がる。

水位に連動して水門・バルブの自動開閉
水位を予め設定しておくことで、水位に合わせて自動で水門・バルブを開閉させることが
できるので、毎回圃場まで見に行く必要がなくなります。また、豪雨時なども危険を冒して
手作業で調整する必要がなくなるので安心です。

水温に連動して水門・バルブの自動開閉

水温も予め設定しておくことで、水温に合わせて自動で水門・バルブを開閉させることが
できます。夏場の高温時なども設定温度に合わせて自動で調整するため、高温障害による
品質低下を予防することができます

タイマー設定して水門・バルブの自動開閉

早朝や夜間などの水管理もタイマーを設定しておくことで自動で開閉させることができます。
これにより水管理で圃場に行く時間を大幅に削減することができます。

カレンダー設定して水門・バルブの自動開閉

水を入れて3日後に水門・バルブを閉めるといった設定もできるため、予め設定しておくこと
で管理が楽になります。

もちろん、水門・バルブの開閉状況や履歴確認はパソコンやスマートフォン等で確認できるので安心。
アラート機能も搭載しているので、開閉しなかった際にはアラートにて確認できます。
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100年後も美味しいお米を食べられる未来への挑戦。『水田管理の労力低減と収量・品質の向上へ』

弊社が実現しているスマート農業のカタチ

タブレットやスマートフォンを使用した

管理システムの使い方についても細かく

サポートしています。

分からないことがあった場合でも、

サポートセンターを設置しているため、

いつでもご質問に対応させていただく

ことができます。

事務所や家にいながら水管理

『水温、水位、気温、水門・バルブの開閉情報』を蓄積！

管理システムで、水田の現状はもちろん過去の履歴も確認できます。

水温と水位は30分ごとにデータを蓄積しています。これにより米作りにおいて最適な水温と水位を

遠隔操作で維持することができるようになりました。

水管理をIoT化することで、収量アップと品質向上も期待できます。
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レンタルプランで
スモールスタート可能



事例①



100年後も美味しいお米を食べられる未来への挑戦。『水田管理の労力低減と収量・品質の向上へ』

お客様の声「開水路型 paditch gate02+」 （有限会社スタファーム 廣地様）

●水管理システムの効果や利点はなんですか？

水管理の工数が約1/3に減りました。
人1人、まるっと2ヶ月分くらいの工数削減に
なりました。
操作が簡単なので、スタッフとの共有も難しく
ありません。

タイマーやスケジュール設定を使用して、夜間の水入れを
行い、近隣の田んぼの方との調整が出来ます。
スタッフと連携して、パソコンやスマートフォンなどで
水位管理が出来ています。

●水管理作業はどのように変化しましたか？

●水管理の工数が約1/3に！
●操作が簡単でスタッフとの連携がとりやすい。
●タイマーやスケジュール機能が便利。
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7㎞離れた圃場に60台設置

圃場見学
承ります。
お気軽にお
声がけくだ

さい



●水管理の工数分を野菜（人参）にシフト
ができた

●人参の品質だけでなく、お米の品質もUP
●川下の町内の人と連携しやすくなった





田んぼム

自治体との協業

Copyright2020 enowa co.,ltd. All Rights Reserved.

農業農村整備事業

引用元；https://www.docon.jp/service/agri/apard



事例②



コンソ―シアム 水管理ICT活用コンソーシアム



コンソ―シアム 水管理ICT活用コンソーシアム



田んぼム

自治体との協業
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コンソーシアム → 継続実証(エリア拡大）



●水管理工数 80％削減

●節水効果に期待

●ポンプ場との連携に期待



事例③



田んぼム

自治体との協業

北海道新十津川町 スマート加速化実証

白石農園
家族経営規模体への実証

水田 23ha

トマト



●トマトに集中する事ができた
●水温を意識する事ができるようになった
●区画整備が進むとさらに効率があがる



今後の取り組み



儲かる農業



売上

支出

収量向上、
面積拡大

農薬減
作業効率向上



宇宙ビッグデータ米







IoT（DX)って何から
やっていいか分からない



様々なパートナーとともに、
伴奏型でサポート提案が
できます



ご清聴ありがとうございました

水田水管理
システム

▼

paditch紹介
▼


